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策定時期 計画等の名称 内容等

令和３年１２月 小田急４駅周辺にぎわい創造に向けた
中心市街地活性化推進方針

【指標】
駅周辺市街地における歩いて楽しい、歩いて暮らせる
まちづくりの推進

令和４年８月 商業・業務系土地利用推進重点区域の決定 県道７０５号沿道を中心とした区域について、
利用価値向上や不整形地等の整理に取り組む。

秦野市中心市街地活性化基本計画策定までの経過

商業・業務系土地利用推進重点区域

県道705号沿道（昭和46年） 県道705号沿道（令和４年）

秦野駅北口（昭和40年頃） サクラマーケット（昭和55年頃）
小田急線４駅

１ 秦野市中心市街地活性化基本計画策定までの経過と中心市街地活性化の目標

新東名高速道路

東名高速道路

小田急線

渋沢駅
秦野駅

東海大学前駅

鶴巻温泉駅

片町交差点

JAはだの本町支所

四ツ角

まほろば大橋

至 秦野駅

破線内：
土地利用推進重点区域
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策定時期 計画等の名称 内容等

令和５年１１月 秦野駅北口周辺まちづくりビジョン
■ 地域資源や地域活動の蓄積を生かしながら公民が連携して
まちづくりに取り組むための指針として、地域住民や商店街、企業ら
とともに、シンポジウムやワークショップを行いながら策定。

■ 区域を６つのゾーンに分け、それぞれの将来像を示す。

令和７年３月
(策定及び国の認定)

秦野市中心市街地活性化基本計画
■ 秦野駅北口周辺まちづくりビジョンの実現可能性を高める実行計画
として令和７年３月に策定し、同月、中心市街地の活性化に関する法
律に基づき内閣総理大臣の認定を受ける。

■ 主要事業に「多世代交流の場の整備」、「商業・業務の新た
な核づくり」、「水無川沿い公共空間の活用検討」を掲げ、
ハード、ソフト合わせて約５０の事業を国の支援を受けながら取り組む。

区分 内容 目標
将来像 ―名水と歴史がつなげる未来－ しなやかな街なか暮らし

基本方針
・人との交流・活動が生まれるまち 交流人口の拡大

・“はだの”ならではの楽しみがあり、歩きたくなるまち 歩道及び滞在空間の快適性の向上

・便利で快適で住み続けられるまち 生活利便性の向上

秦野市中心市街地活性化基本計画策定までの経過

秦野市中心市街地活性化基本計画で定める中心市街地活性化の目標

１ 秦野市中心市街地活性化基本計画策定までの経過と中心市街地活性化の目標
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名水のまち“はだの”の中核と
なる拠点の形成

個性あるまちなみや立ち寄り
たくなる空間づくり

空き店舗対策等による沿道を
「開く」仕組みづくり

沿道への小さな
「たまり場」の創出

水無川沿いの活気を生み出す仕掛けや
人のための空間づくり

オープンスペースの活用や人が集まる
目的地となる仕掛けづくり

２ 秦野駅北口周辺まちづくりビジョンで描く将来像
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２ 秦野駅北口周辺まちづくりビジョンで描く将来像
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・多世代交流拠点関連事業
・多世代交流拠点区画道路整備
・滞在空間創出快適性向上支援事業
・壁面後退用地整備事業
・地区計画策定事業

・まちなかこども支援拠点整備事業
・まちなか若者活動拠点整備事業
・市民活動スペース整備事業
・まちなか健康づくり事業
・まちなか図書館事業
・市民学習講座事業
・ギャラリー等の整備事業
・多目的ホール整備事業
・まちなか防災機能整備事業
・魅力情報発信盤整備事業（施設内外）
・秦野名水活用検討事業
・公共施設ストックマネジメント事業

・民間事業者による商業イベント・研究会事業
・商店街空き店舗対策事業
・商店街販売促進事業
・電子地域通貨関連事業
・商業施設建築利子補給金交付事業
・既存商業施設リニューアル整備費補給金交付事業
・秦野たばこ祭開催補助事業
・地域の回遊性に資するイベントの実施事業
・まちなか開業サポート事業
・登録文化財の維持及び活用支援事業
・レトロ空間形成支援事業
・デジタル空間形成支援事業
・商店街等診断・サポート制度活用事業
・中小企業アドバイザー制度活用事業
・中心市街地活性化協議会運営支援制度活用事業
・まちづくり会社設立支援事業
・地域ブランド推進補助事業

・移住・定住促進事業 ・空家バンク事業 ・バス路線検討事業 ・交通影響調査予測事業

３ 秦野市中心市街地活性化基本計画に掲げる事業一覧
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概要 現在までの主な取組

駅とまちなかをつなぐ交流・
滞留空間の創出を図るため、
市道６号線を含む水無川沿い
の公共空間の活用方法を検討
する。

・ビジョン策定の際のワークショップ（活用検討）
・社会実験の実施（令和５年１１月、令和６年８月）
→ビジョンのキーワードである「水辺や景観を楽しめる街」
と「人中心の街」の実現に向けて、『居場所のあり方』と
『環境のあり方』を検証

多世代交流拠点整備事業

商業・業務の核づくり

水無川沿い・市道６号線公共空間の活用検討

概要 現在までの主な取組

県道705号沿道に秦野駅北口
周辺のにぎわい創造に資する
多世代交流拠点の整備をする。

・社会実験の実施（令和５年７月）
・現況調査、測量、権利調査、及び基本設計等
・施設に必要な機能の検討（市民検討会、ワーク
ショップ等）

概要 現在までの主な取組

市及び市土地開発公社所有地
を含む一団の画地を整理し、
商業・業務のための高度な土
地利用を促進する。

・秦野市商業地における企業等の立地及び施設再整
備の推進に関する条例の制定(令和４年３月)
・商業・業務系土地利用推進重点区域の決定

４ 秦野市中心市街地活性化基本計画に掲げる重点事業

【関連する方針】人との交流・活動が生まれるまち

【関連する方針】便利で快適で住み続けられるまち

【関連する方針】“はだの”ならではの楽しみがあり、歩きたくなるまち
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４ 秦野市中心市街地活性化基本計画に掲げる重点事業
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５ 秦野市多世代交流施設整備事業について
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【市民活動／起業・就労】

【就労】

【創造的活動】

【学び・知育】【こども・子育て】
【こども・
子育て】

【学び・知育】

【魅力情報発信】
【市民活動】

【創造的活動】

※

※

※

※※

※※

５ 秦野市多世代交流施設整備事業について
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５ 秦野市多世代交流施設整備事業について
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